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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・今年度の看護グループ研修は対象者にメールが来て、ミニテストを行う形になる。

・救急対応の研修はDVDを利用して行う予定であり、青陽館で借りて研修可能か確認していく。

＜全体連絡＞

・データベースについて

　新規利用者の日誌入力、メール作成に加え、デ－タベースの更新（氏名・病名・利用開始日）を行う。

　退所の方も同様で当日中にデータベースから削除する。

・7/5～8/27　東北メディカル学院から実習生あり。

指導者：蕨野さん　受け持ち：繁名　和恵様か鈴木　真知子様

・カンファレンス勉強会の年間計画を立てた為、それに沿って進めてください。
・青風荘入居者様の事例検討を水曜日に実施していたが、プログラムと重なり参加が難しい状況であり、7月から金曜日で調整していく。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間が最長1年未満の利用者様のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。

・利用者様担当表に青明者登録者様、グルホ利用者様に色を付け分かるようにしました。

・利用者様のコロナワクチン接種者リストを作成していきますので、各利用者様から接種についての情報収集・意向確認をしていきましょう。

＜利用者様情報＞

デイケア
・関　秀治様～本人より電話があり、「腕が痛いので休みます。」と話している。詳細を確
認すると右肘から手首にかけて痛みがあり、特に力を入れると痛みがあると言う。腫脹や熱感等の外見上の異常はないとの事で本人は「運動のし過ぎだと思います。」と返答している。また、数時間しか眠れずに寝不足もあり、体調不良である為本日は休養のためデイケアは欠席となる。その後、グループホーム世話人より情報提供があり、右腕に関しては手を握ると痛みがあるが、病院受診はせずに様子を見ると話しているとの事。睡眠に関しては３回～４回中途覚醒があるとの事。
ショートケア
・河津　繁吉様～妻様より情報提供あり。６月３日の夕方に一人で外出し自宅周辺で転倒
している所を仕事から帰宅した際に発見したとの事。右頬と右眉尻に擦過傷があり軟膏と絆創膏で処置している。外出した理由として、友人の声で幻聴が聞かれ「悪いやつを懲らしめるから手伝ってくれと言われ外に出た」と聞かれたとの事。幻聴等の精神症状に左右された行動は以前より徐々に増えている印象を受けているとの事。本日のデイケアでは来所後の日課を済ますと非常口の付近で外を眺めて立ち続けている。スタッフより転倒の様子を尋ねるも「大丈夫だから、何でもないから」と話したがらない様子が観察されている。他利用者様にトランプに誘われると、参加に戸惑うが拒否なく参加し、交流を図っている。
デイナイトケア
・山下　拓也様～青風荘より情報提供があり、5時間ほどの睡眠であったとの事だが、本人はデイナイトケアでは「3時間しか眠っていない。」と言い、居眠りが多くみられている。
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カンファレンスシート（　寺沢　彩　様　）

実施日：R3年6月7日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

検討内容　目標、計画、対応方法の確認

	氏名
	寺沢　彩　様
	性別
	女
	年齢
	30
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症、胸腺腫術後

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り、自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	いずれ一般就労をしたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週2～3回/月・水・金曜日）＊不定期

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：アパート


	家族構成

息子と一緒に実家にて母、兄と同居

	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中

	備考
	利用時までの経過
H21年4月より介護職として従事。同年9月頃より｢自分の事を話されている｣｢周囲から見られている｣等、被害妄想･注察妄想が出現。H21年9月下旬頃より夜勤時に､｢5人くらいの人がいる｣等の幻視症状や｢窓を叩くような音が聴こえる｣等の幻聴が出現｡その後も上記症状は持続しており､不安感･倦怠感･焦燥感等が増悪され､症状の軽減を目的としてH21.11.25当院を初診。H21.12.1より休職。徐々に症状の安定化が図れていたことから､H22.4.20職場復帰。業務に支障なく､働いていたが､H22年11月下旬頃より過呼吸や身体不調･希死念慮が出現｡その後も上記症状は持続していた為､H22.12.16当院へ入院(～H23.1.7)｡以後､当院への外来通院･服薬を継続している｡H24.8.1より精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を経て､就労継続支援A型｢ｱｲﾃﾞﾝﾄ八戸｣を利用。H27.8.31同事業所を退所し､同年9月16日より当院精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を再開。



【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状の生活を続け、就労を目指す。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。検討した内容を実践しスタッフと振り返りを行っていく。

	
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	②-1身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実施する

	
	
	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	②-2定期的に面談を行い、仕事や生活状況の振り返りを行い、自身の状態の理解を深めていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	・今までは他者との関係において脆弱性が強く、上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い、絶縁する等の方法を取ることが多く見られていた。最近は、職員の言動に対して不満を話すことはない。

・特定の利用者またはスタッフとのみ交流している。気に入らない利用者様を無視したり暴言がありトラブルになる事がある。
・体の状態や生活のこと等、都度相談はしているが、スタッフや関係施設に応じて、話している内容に差異がある場合がある。
	他者との接し方や話し掛け等の対応について自分で振り返ることが出来るようになってきているが、感情の起伏が激しく、都度の振り返りが必要。今後も、適切な対応が出来るよう目標計画を継続する。

	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	・重症筋無力症に罹患しており、上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談、デイケアに来所して気分転換をして過ごしている。
・②-1に関連する疲労については、対処法を都度確認しているが、動き過ぎてしまい疲れを溜めて不調を呈することがある。スタッフから振り返りを行うと、素直に話を聞いているが、実践はあまり出来ていない。
	身体面に関する相談は都度してはいるが、対処方法については上手く対処できておらず、不十分な点がある。対処方法の実践を確実に行えるようになるために、今後も目標を継続する。

	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	・R2.3.10から就労継続支援A型事業所「ソレイユ」で就労開始。急な予定変更に対処できない事や初対面の方に緊張感が強くなる事があり、就労を休むことがある。自身の体調面や子供の事を考慮し、B型就労へ変更となったが、仕事内容はこれまでと同様のクリーニング業である。就労先の送迎を利用しているが、数回迎えに来ないことがあり、無断で就労を休み、デイケアを利用する事があった。今後は徐々に就労日を週5日に増やしていく方針であり、A型就労や一般就労に移行したいと気持ちが揺れている。


	精神不調の自覚は出来ず、助言を聞き入れない事が多く、対処法を検討しているが、対処は不十分。自身の状態を正しく理解していく為に、今後も目標計画を継続する。


